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迷ったら、
面白いほうへ。



新しいことに、

挑まずにはいられない。

40年以上、ずっと。

この小冊子は、ホワイトウィングスのあゆみをまとめた社史です。

「社史」と言うとすごく会社っぽくかしこまった感じで、整然とした年表とともに

ヨソ行きな言葉と出来事が並んでいるイメージありませんか？ でも、この冊子はちがいます。

成功体験や目覚ましい成長ストーリーはもちろん胸をはって自慢したいのですが、

それだけじゃやっぱりホワイトウィングスらしくない気がするんです。

新しいこと、面白そうなことをつい思いついて、やってみたくなってしまう。

その結果、ときにはしくじったり、つまずいたり、転んだり。でも、また起き上がって、やってみて。

そして、また面白そうなことを探して、試してみて。1971年の創業から今までずっと、

そういう繰り返しのなかで私たちは成長してきたのだと思うんです。

これからもクリーニング業界の常識にとらわれることなく、

みんなで挑戦して、失敗して、成功して、成長していきたい。

「迷ったら、面白いほうへ」カッコつけた言い方をすると、

それが私たちの創業以来変わらない、そしてこれから先もずっと忘れたくない、

ホワイトウィングスのDNAなんじゃないかなと思っています。



パン屋、

運送、

クリーニング？

戦後の混乱期を生きぬき、創業。
話は戦後まもない頃、現在の代表・中村真治の祖父にあたる中村正治郎の

時代までさかのぼります。もともと大阪でクリーニング職人をしていた正治郎は、

戦後、愛知で身を立てようと決意します。なぜ、愛知だったのか？ それは

戦時中たまたま愛知で徴用され、終戦後、大阪へ帰ろうとしたところ、全財

産をくくりつけていた自転車が盗まれてしまったから。「もう故郷には戻れな

い」でも、正治郎はへこたれません。元来、商売っ気あふれる人間でさまざま

なことに挑戦。「これからは洋食の時代がやってくる！」とパン屋を始めたも

のの、しばらくしてあえなく閉店。その後、再起を図ろうと運送トラックの

運転手をやってみたり。他にもさまざまな商売を始めては潰し、流れ流れて

静岡県に身を落ち着かせ、1971年に改めて「サンヨークリーニング」として

クリーニング店を営むことになります。清水市に工場をかまえ、知人のツテで

6つの取次店※をもてることに。ホワイトウィングスの歴史はここから始まりました。

お金持ちに、負けてたまるか。
創業当時のクリーニング業界は、とても牧歌的でした。資産家が本業の

片手間でお店を開いているようなところがほとんど。だから経営もゆるやか

で、店舗や工場の管理はとてもアバウト。のんびりやっていても需要が

あったから、そこそこ儲かる時代でした。でも、正治郎は何度も商売を潰して

きて、もう後がない。まさに背水の陣でした。だから、現会長の国昭たち家族

とともに必死で努力した。洗い方、仕上げ方も研究して、細かな品質のちがい

にこだわった。町中を回ってチラシを配った。そんながんばりが地域のお客

様の評判を呼び、何とか商売も安定。取次店も少しずつ増えていきました。

※取次店…クリーニングのお客様窓口となる店舗。当時は米屋や八百屋など、他業態を本業として、その傍らで
クリーニングの窓口をおこなう店舗が多かった。



時代の先を行こう。

静岡県No.1へ。

一世一代の大勝負！ 
「ホワイト急便」に加盟。

生産性をとことん追求。
リーディングカンパニーへと成長。

「いい物件だなあ」1981年ごろ、当時すでに経営の実権を正治郎から譲り

受けていた国昭は、あるひとつの土地に目をつけました。そのころのサンヨー

クリーニングは徐々に社員数も増え、当初の事務所ではだいぶ手狭に。

新しい本社となる場所を探していたのです。しかし、その物件はだいぶ予算

オーバー。でも、広々と気持ちよく、交通の便もいい。悩みに悩んだ結果、

国昭は思い切ってその物件を購入します。それが今の本社です。まさに一世

一代の決断。移転資金はどう捻出する？ そこで国昭が決断したのが、「ホワ

イト急便」への加盟でした。当時ホワイト急便は業界では先進的だった

「集中工場委託取次店方式」※で、全国で旋風を巻き起こしていました。

しかし、静岡県では加盟しているところはまだほとんどない。新しいものは、

すぐやってみる！ が、国昭のモットー。ホワイト急便に社運をかけたのです。
※集中工場委託取次店方式…ここでは、ホワイト急便がもつ工場運営ノウハウや機械、洗剤などのビジネスパッ
ケージを、加盟企業が導入して生産性が極めて高い工場体制を確立し、委託取次店を大量開拓することで薄利
多売のクリーニングを展開するビジネスモデルのこと。

低価格で多くの顧客を取り込み、効率を追求して大量生産する。そんな

「薄利多売」のビジネスモデルは、当時、非常に目新しいものでした。その

ノウハウを地域でいち早く取り入れたサンヨークリーニングは急拡大を

遂げます。工場も取次店舗も順調に増え、1991年には、「ホワイトウィングス」

に社名変更。その後もさらなる成長をとげ、静岡県No.1の規模を誇るクリー

ニングチェーンへ。2000年のピーク時には、16工場470店舗と静岡県下

ではダントツのリーディングカンパニーになるまで勢力を伸ばすことに成功

したのです。



　

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
静
岡
で
ク

リ
ー
ニ
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グ
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を
始
め
て
、
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内
で
い
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ば
ん
に
な
れ
た
原
動
力
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そ
れ
は

多
分
、
子
ど
も
の
頃
、
貧
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で
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
た
か
ら
じ
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が
い
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ろ
な
商
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し
て
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潰
し
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た
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し
た
。
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動
で
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。

　

だ
か
ら
、
サ
ン
ヨ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
た
と
き
も
絶
対
に
負
け
た
く

な
か
っ
た
。
と
に
か
く
必
死
で
無
我
夢
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で
し
た
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ソ
が
8
時
間
働
く

な
ら
、
こ
っ
ち
は
12
時
間
働
く
。
大

晦
日
の
夜
中
、
工
場
を
締
め
た
後
に

チ
ラ
シ
を
刷
っ
て
正
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に
ポ
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ン
グ

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

他
人
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
も

し
ょ
う
が
な
い
。
少
し
で
も
ち
が
っ
た

こ
と
を
し
な
い
と
抜
け
出
せ
な
い
。
体

力
と
気
力
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ

ア
が
強
み
で
し
た
ね
。
私
も
ま
だ
20

代
で
若
か
っ
た
で
す
し
（
笑
）。

　

ホ
ワ
イ
ト
急
便
に
加
盟
し
た
こ
と

は
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
に
と
っ
て

も
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
に
な

り
ま
し
た
ね
。
初
め
て
経
営
や
組
織

と
い
う
も
の
を
体
系
的
に
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
や
る
気
と
ア
イ
デ
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だ

新
し
い
こ
と
は

す
ぐ
取
り
入
れ
る
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自
己
否
定
を
し
つ
づ
け
る
。

け
で
乗
り
切
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
ホ

ワ
イ
ト
急
便
の
本
部
で
定
期
的
な
勉

強
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
大
量
生
産

に
耐
え
う
る
組
織
化
と
仕
組
み
化
、

社
員
教
育
に
つ
い
て
徹
底
的
に
学
ぶ
ん

で
す
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新
し
い
こ
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を
吸
収
で
き
た

し
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の
方
々
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の
出
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的
で
し
た
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こ
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の
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な
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思
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に
な
り
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た
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。
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1
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た
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を
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と
め
て
い
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ら
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安
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と
思
っ
た
ら
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退
の
始
ま
り
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ら
な
い
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を
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て
き
た
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も
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で
す
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大
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だ
っ
た
け

れ
ど
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す
ご
く
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か
っ
た

な
あ
。

　

経
営
か
ら
退
い
て
し
ば
ら
く
経
つ
け

ど
、
毎
日
会
社
に
は
行
っ
て
い
る
し
、

社
員
の
皆
が
や
っ
て
い
る
こ
と
も
少
し

は
見
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

今
の
会
社
？ 

と
て
も
面
白
い
こ
と

を
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
ピ
ュ

ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
、
私
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
し
、
思
い
つ
き
も
し
な
か
っ
た
。
素

晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
す
よ
ね
。

　

で
も
、
瞬
間
じ
ゃ
な
く
、
ず
っ
と
お

客
様
に
満
足
を
提
供
し
つ
づ
け
る
た

め
に
は
ア
イ
デ
ア
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
。
や
っ

ぱ
り
人
材
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
反
省
で
は
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
私
の
時
代
は
人
材
育
成
に
は

あ
ま
り
力
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
当
時
は
イ
ケ
イ
ケ
ド
ン
ド
ン
な
時

代
だ
っ
た
、
と
い
う
の
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
。

　

今
の
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
は
、
そ

こ
に
気
が
つ
い
て
人
を
育
て
る
会
社
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
と
て
も
い
い
こ
と

だ
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
。

体
力
、気
力
、

そ
れ
と

ち
ょ
っ
と
し
た

ア
イ
デ
ア
だ
ね
。
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取締役会長

中村 国昭

貧
し
か
っ
た

少
年
時
代
が
、原
点
。

ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
？

面
白
い
商
売
だ
よ
ね
。



厳しい時代こそ、

誰かに寄りかからない。

自分の足で進もう。

ホワイト急便のモデルのもと、県内No.1になったホワイト
ウィングス。しかし、バブル崩壊の波はクリーニング業界に
も押し寄せていました。クリーニングのマーケットは90年
代をピークに、21世紀になると半分以下に縮小。クリーニ
ング各社は減りつづけるパイを奪い合うために、安売り競
争が激化。勝者も敗者もともに消耗し合い、廃業する個
人商店が後を立たない。そんな危機的状況は、ホワイト
ウィングスも例外ではありませんでした。薄利多売のビジ
ネスモデルが通用しなくなり、成長も頭打ち。顧客の流出も
止まらない。もうこのままじゃいられない。変化が必要だ。
当時、入社したばかりの現社長・真治の発案で、ホワイト
急便からの独立を決めます。厳しい時代だからこそ、誰か
に頼らず、自分たちで考え、自分たちで行動する。そんな
骨太な会社づくりへの第一歩を踏み出しました。

これまで「ホワイト急便」の看板で運営していた委託取
次店は、2000年から「美洗館」へとリニューアル。それと
同時に初めて他社への委託ではなく、自社で直接運営
する店舗ブランドも立ち上げます。それが「洗濯王」でした。
業界を先駆けて直営店方式を取り入れた福井県の株式
会社ジャパンさんから、店舗づくりや接客サービス、

販売促進を学びます。加えて工場もホワイト急便時代
に培った生産性をベースに、汚れ落ちのよい洗剤や
仕上げ機を取り入れるなど、独自の改良を加えました。
試行錯誤を繰り返しながら、洗濯王は少しずつ拡大。
2007年には50店舗を超えるクリーニングチェーンへ
と成長を遂げたのです。

劇変するクリーニング業界。
ホワイト急便から独立へ。

「美洗館」「洗濯王」
OPEN！



「脱・安売り」

という実験。

こっそり開店。「おしゃれクラブ」。

おしゃれクラブのやり方は、クリーニング業界にどっぷり浸かった人にとっては

かなり無謀でむちゃくちゃでした。価格は、洗濯王の2倍。クリーニング店は

特売チラシでの集客が命！ のはずなのに、宣伝をほとんどしなければ、値下

げも一切しない。広告は年1回のチラシのみ。しかもその内容は、値上がり

をお知らせするだけという前代未聞ぶり。案の定、オープン当初はまった

くお客様が入らない。赤字も膨らむ一方。でも、仕上がりの品質や接客サービ

スはどこにも負けないくらいこだわりつづけた。不良品なんて問答無用で出

さなかった。その結果、少しずつお客様は増えていきました。新規客はなか

なか増えないけれど、一度ご来店くだ

さったお客様のリピート率が断然に高

いということに気づいたのです。もしか

したらいけるかもしれない。クリーニン

グビジネスの新しい可能性が生まれつ

つありました。

宣伝は、料金が上がるお知らせだけ？

真治には、ある思いがありました。「美洗館や洗濯王を立ち上げることはでき

た。でも、この2業態の基本は薄利多売のクリーニングサービス。旧態依然と

した業界のやり方からまだ抜け出せていない。クリーニング店を価格ではなく、

価値で選ぶ。きっとそんな時代が来る。いや、むしろ僕が

それをやってみたい」そう考え、会社が美洗館や洗

濯王の立ち上げに奔走しているなか、こっそりと

「おしゃれクラブ」という新しいブランドを2店舗

だけ始めます。品質は高い。でも、値段も高い。そ

んなクリーニング店でも選ばれるのか？ という、これ

までの業界の常識を逆行する実験を始めたのです。



「ピュアクリーニング」でいこう。
2008年ごろ、おしゃれクラブでの経験をもとに、真治は薄利多売型の直営店ブラ

ンド「洗濯王」を高付加価値型のブランドにシフトすることを構想します。その頃には、

全社的に地道に取り組んで来た工場での品質向上もなかなかのレベルになって

きていました。やるなら今だ。真治はそう感じていました。おしゃれクラブほど高価格

にしてしまうとマーケットが限られてしまい、会社のメインブランドにはなり得ない。

おしゃれクラブの高級感と洗濯王の利便性の両方を兼ね備えた理想のクリーニング

店をつくりたい。そんな想いから生まれ

たのが、「ピュアクリーニング」でした。

純粋に、服を美しく仕上げたい。純粋

にお客様に満足していただきたい。

そんな純粋な理想を体現しようと、ピュ

アクリーニングは始まりました。

信じつづければ、きっとうまくいく。
理想の店舗ブランドができた！ 現実はガラリと変わっていくはず！ と思いきや、

最初は苦労の連続でした。せっかく店舗ブランドはリニューアルしたものの、

店舗の立地が良くなかったため、なかなかお客様が集まらない。売上げも

伸びない。洗濯王からピュアクリーニングへ、店舗のコンセプトもサービス

のあり方も180度変わってしまったため、社内は混乱。猛反対する社員も

いました。スタッフは戸惑い、1人また1人と辞めていく。でも、真治は諦めま

せんでした。「やろうとしていることは、まちがっていない。ただ、新しいことは

受け入れられるのに時間がかかるものだ」そう考え、辛抱強くやりつづけま

した。お客様の反応を見ながら、社内の意見を取り入れながら、店舗デザ

インも2度3度ブラッシュアップを重ねた。そして、クリーニング店ではあまり

やらないテレビCMや、新聞をつかったブランド広告も展開した。そんな

取り組みをとおして、地域の支持を勝ち取っていったのです。

こんな

クリーニング店を

やりたかった。



面
白
く
な
き
ゃ
、

や
っ
て
い
る

意
味
が
な
い
よ
ね
。

代表取締役社長

中村 真治
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畑
ち
が
い
か
ら
の
入
社
。

こ
の
業
界
、な
ん
か
ヘ
ン
。

経
営
の
た
め
で
は
な
く
、

最
高
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
。

　

昔
か
ら
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

で
、
カ
ー
レ
ー
サ
ー
を
や
っ
て
い
た
ん

で
す
。
そ
の
後
は
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
始
め
て
。
好
き
な
こ
と
を
商
売

に
し
て
い
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
し
、

う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
を
継
ご
う
な
ん

て
気
持
ち
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

　

で
も
当
時
は
完
全
な
同
族
経
営

で
、
僕
が
継
が
な
き
ゃ
誰
が
継
ぐ
ん

だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
。
け
っ
き
ょ
く

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
に
入
社
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
当
時
は
ま
だ
ホ

ワ
イ
ト
急
便
を
や
っ
て
い
て
、
薄
利
多

売
で
生
産
性
重
視
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
。
お
金
と
手
間
ひ
ま
か
け
て
良
い
マ

シ
ン
を
つ
く
る
の
が
当
た
り
前
の
カ
ー

レ
ー
ス
の
世
界
と
ま
っ
た
く
ち
が
う
世

界
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
戸
惑
い
ま
し

た
し
、
正
直
、
ヘ
ン
な
業
界
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
で
父
と
ケ
ン

カ
し
て
、
一
度
会
社
を
辞
め
た
こ
と
も

あ
っ
た
な
あ
。

　

で
も
不
況
に
な
り
、
委
託
取
次
店

方
式
の
限
界
が
見
え
て
く
る
と
「
こ
の

ま
ま
薄
利
多
売
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

つ
づ
け
て
い
た
ら
、
い
つ
か
ダ
メ
に
な

る
」
と
い
う
危
機
感
が
募
っ
て
き
て
。

今
こ
そ
生
産
性
よ
り
も
、
ク
リ
ー
ニ
ン

100
人
の
う
ち
、

90
人
に
反
対
さ
れ
る

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。

グ
本
来
の
付
加
価
値
で
あ
る
「
美
し

く
洗
う
、
仕
上
げ
る
」
を
追
求
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
強
く
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。
周
り
は
「
安
く
な

き
ゃ
売
れ
な
い
」
と
言
う
け
れ
ど
、

お
客
様
に
と
っ
て
本
当
に
価
値
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
そ
れ
に
見
合

う
報
酬
を
得
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
や

ら
な
き
ゃ
、や
っ
て
い
る
意
味
が
な
い
。

と
い
う
か
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
る

業
界
じ
ゃ
な
け
れ
ば
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
界
自
体
、
存
在
し
て
い
る
意
味
が

な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
僕
自
身
が

面
白
く
な
い
。
そ
う
思
い
、
お
し
ゃ
れ

ク
ラ
ブ
や
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
周

囲
の
反
対
を
押
し
切
り
な
が
ら
、
な

か
ば
無
理
矢
理
始
め
た
ん
で
す
。

　

僕
に
は
好
き
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
で
あ
る
ス

ティ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
「
私
は
ア
ッ
プ

ル
の
経
営
を
上
手
く
や
る
た
め
に
仕

事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
高

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
る
た
め
に
仕
事

を
し
て
い
る
の
だ
」と
い
う
言
葉
で
す
。

す
ご
く
共
感
で
き
る
し
、
や
っ
ぱ
り

人
生
を
か
け
て
や
る
か
ら
に
は
そ
こ
を

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

お
し
ゃ
れ
ク
ラ
ブ
も
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
、
最
初
は
正
直
、
ぜ
ん
ぜ
ん

お
客
様
か
ら
も
社
員
か
ら
も
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
（
苦
笑
）。
確

か
に
僕
の
や
り
方
も
強
引
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、そ
れ
で
い
い
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
。
1
0
0
人
い
て
、

1
0
0
人
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
に
面
白
い
も
の
な
ん
て
な
い
。

み
ん
な
が
薄
く
共
感
し
て
、
薄
く
喜

ん
で
も
ら
う
よ
う
な
仕
事
は
、
簡
単

に
取
っ
て
替
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
こ
そ

価
格
競
争
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

僕
が
め
ざ
し
た
い
の
は
、
1
0
0

人
中
90
人
か
ら
反
対
さ
れ
て
も
、
残

り
の
10
人
に
は
思
い
き
り
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
10
人
の
た
め

だ
け
に
品
質
を
磨
き
、
驚
き
を
提
供

し
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
万
人
受
け
す

る
よ
う
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
じ
ゃ
な
く

て
い
い
。
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
価
値

を
認
め
て
く
れ
る
人
だ
け
、
来
て
く

れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
あ
ん
ま
り
言
う

と
、
ま
た
み
ん
な
か
ら
怒
ら
れ
ち
ゃ
い

そ
う
だ
け
ど
、
そ
ん
な
商
売
を
や
っ

て
い
き
た
い
。

　

ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
本
当
に
面
白
く
な

る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
い
ち

ば
ん
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
お
客
様
以

上
に
僕
自
身
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。



衣類も、

サービスも、美しく。

ピュアクリーニングをスタートさせるた
めには、ひとつの絶対条件がありまし
た。それは「どこよりも美しく洗い、仕
上げられる生産技術があること」で
す。ホワイト急便から独立後、他社に
はない生産体制を少しずつ整えてい
きました。まず、溶剤の蒸留機の導入。

ドライクリーニングの有機溶剤は石
油でできているため、水のように簡単
に捨てられません。そのため、多くのク
リーニング会社では一度使った溶剤
を何度も使います。しかし、それでは
徐々に溶剤自体が汚れ、服の汚れが
落ちにくくなってしまう。そこで専用の
蒸留機を導入し、1日5回溶剤をきれ
いに蒸留して汚れをとることにしまし
た。この「1日5回」というのは、他のク
リーニング店からしてみたら考えられ
ないくらい多い回数なんです。他にも
仕上げ品質にこだわるあまり、機械
メーカーさんから苦笑いされるほど仕
上げ機をカスタマイズしたり、プレミア
ムコース専用の工場をつくったり。今
では競合他社さんから「うちに取れ
ないシミは、ピュアクリーニングに持っ

接客サービスも、ピュアクリーニング
流にこだわりました。スピード重視で、
「お客様をさばく」のではなく、「お

客様と向き合う、対話する」接客を
徹底することから始めました。目の前
のお客様に丁寧に接客すると、当
然、混雑時は他のお客様を待たせ
てしまいます。でも、そんなときも決し
て「お客様に謝らなくていい」とス
タッフを指導。待たせているお客様
に申し訳ないという気持ちが生まれ
ると、どうしても目の前のお客様への
対応がおろそかになってしまう。
だから、お待たせしたお客様には
「申し訳ありません」と言う代わりに
「お待ちいただいてありがとうござ
います」と言うように変えたのです。
お店のスタンスを明確にした接客
をおこなうことで、逆にクレームが減
り、支持してくださるファンが増えて
いきました。

競合他社が
勉強にやってくる
工場を。

会社の都合ではなく、
お客様の都合に
合わせたお店づくりを。

謝らない。
お礼を言う。

お待たせしても、

今までのクリーニング店のサービス
は、画一的すぎると感じていました。た
とえば、「ワイシャツならどれも100円」。

工場の生産性重視の時代は当たり
前だったのかもしれません。でも、ワ
イシャツ一つとっても生地がちがえ
ば、服に込められたお客様の想いも
ちがう。安くお手軽に仕上げたい人
もいれば、高くてもいいから長く着
られるように丁寧に仕上げてほしい
人もいるはず。そう考え、ピュアクリー
ニングでは5つの選べるコースを導
入しました。普段づかい用のレギュ
ラーコースから高級品やブランド品
のためのプレミアムコースまで。仕上
がり具合は、お店の都合ではなくお
客様が決めるべき、という発想に
立ったサービスです。また、「クリー
ニングに出すほどではないけれど、
家庭では洗いにくい布団や毛布を
きれいにしたい」というニーズに応

るためにもコインランドリー併設店も
設立。「お客様視点」にこだわった
店舗づくりを進めています。

て行ってほしい」とお客様をご紹介い
ただくことや、工場見学ツアーをお願
いされることが数多くあります。



時代が変わった。

ブランドが変わった。

人の意識も変わらなくちゃ。

クレド、つくりました。
洗濯王からピュアクリーニングに変わり、店舗名や店舗デザイン、サービスライン

ナップが変わったとしても、そこで働く人、サービスと品質を提供する人の意識が

変わらなければ、それは表面的で中身のないリニューアルに終わってしまいます。

そこで私たちがつくったのが、「クレド」でした。これまでのクリーニング業の常識

ではなくピュアクリーニングの基準を明確にしたうえで、一人ひとりが大切にすべき

意識やサービスポリシー、行動指針をまとめました。全スタッフが常に肌身離さずに

持ち歩き、仕事のなかで判断に困ったときに立ち返ることができる仕事のバイブル

として活用しています。

スタッフには、売上げノルマを持たせない。
スタッフの役割も明確にしました。店舗の立地選定や広告宣伝等の店舗への

集客は、本部の仕事。店舗スタッフの役割は、本部が集客したお客様をホスピ

タリティあふれるサービスと楽しい接客で楽しませること。「気持ちいいお店だった

な」と、お客様に笑顔で帰っていただければそれでいい。だから、店舗スタッフには売

上げノルマを持たせないことに決めました。店舗スタッフには「サービス」にだけ集

中してほしかったのです。また、工場スタッフは生産効率以上に、一枚一枚の服の

素材や汚れの特性に合わせた丁寧な仕上げを重視。配送スタッフもただ商品を

運ぶだけでなく、店舗でお客様に会った際は挨拶することを徹底しました。すべて

はお客様のために。そんな人材教育と育成に取り組んでいます。

経営幹部候補の採用育成もスタート。
10年後20年後のホワイトウィングスを見据えて、2016年には経営幹部候補の

採用育成もスタートさせました。業界の常識にとらわれない自由な発想で会社を

伸ばしてくれる人に出会うために、まったくの異業種経験者を採用。今あるオペ

レーションを回すだけでなく、お客様の声、店舗スタッフの声をもとに、新しい

サービスをつくる。もっと品質も効率もぐんと上がる生産体制をつくる。そんな新し

い仕組みとルールづくりまで主導する人材を育成していきます。



これからのクリーニングは、きちんと
美しい服が仕上がってくるという
「安心」を提供するだけではいけな
い。行くだけで何か楽しくなる。行け
ばかならず何か面白いものがある。
そんな「楽しさ」まで提供しなきゃい
けない。北関東No.1のクリーニン
グチェーンで、ユニークなサービスを

数多く展開するユーゴーさんとお付
き合いするなかで、それを学びまし
た。店舗内にトリックアートやキッズ
スペースを設置。お子さまと一緒に
来店するお客様にも喜んでいただ
ける仕掛けをつくりました。美味しい
コーヒーを楽しめるカフェスペースも
設け、服を出して終わりではなく、
ゆっくりとくつろげる店舗空間をつ
くっています。

他の業態とのコラボレーションにも、

実験的に取り組んでいます。クレー
プ屋さんやピザ屋さん、ドーナツ屋
さんなどなど。ことあるごとにピュアク
リーニングに特設店舗を構えていた
だき、お客様に意外な組み合わせ
を楽しんでいただいています。

食べ物屋さん側も、ピュアクリーニン
グに特設店舗を置くと普段以上に
売上げが上がるようで、最近では
「もっと一緒にやりたい！」と逆オファー

をいただくこともしばしば。ちなみに
ピュアクリーニング側は、このコラボ
のおかげで普段より売上げが上
がっているということは、今のところ
残念ながらありません。でも、地域の
お客様やお店とピュアクリーニング
のきずなが深まっていくのであれ
ば、やりつづける価値はいくらでも
あると考えています。

高品質なクリーニングの価値を実
感していただくためには、それに
合った高品質な服づくりから始めな

いといけない。そう思い立ち、2015
年、国内有数のオーダーシャツメー
カー「フェールムラカミ」と手を組み、
自社ブランド「PCセレクト」を立ち
上げ、オーダーワイシャツづくりをス
タートしました。翌年にはオーダー
スーツづくりにも着手。今後もさまざ
まな商品に挑戦し、これまでのクリー
ニング店にはできなかったことに挑
戦しつづけていきます。

「安心」だけでなく、
「楽しさ」を。

オーダーワイシャツ、
オーダースーツもつくっちゃえ。クレープ店、ピザ店、

ドーナツ店。
異色のコラボにも挑戦。

「本当にクリーニング店？」

と、言われたい。



昔
は
、

び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

工
場
の
立
場
が
強
す
ぎ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
急
便
や

洗
濯
王
で
培
っ
た
生
産
力
は
、

か
け
が
え
の
な
い

財
産
だ
と
思
う
。

勝
俣

：

私
な
ん
か
は
も
う
20
年
以
上

前
の
ホ
ワ
イ
ト
急
便
時
代
か
ら
こ
こ
に

い
る
ん
だ
け
ど
、
本
当
に
変
わ
っ
た

ね
。
昔
は
も
う
本
当
に
「
安
売
り
で

ガ
ン
ガ
ン
回
せ
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
数

こ
な
せ
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
か
ら
。

そ
れ
で
も
バ
ブ
ル
で
好
景
気
だ
っ
た
か

ら
、
い
く
ら
で
も
仕
事
は
あ
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。

長
島

：

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
け
ど
、

あ
の
頃
は
本
当
に
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

工
場
が
強
か
っ
た
な
あ
。
ま
さ
に
生
産

主
導
で
工
場
が「
こ
う
し
ろ
！
」と
言
っ

た
ら
、
店
舗
も
そ
れ
に
従
う
し
か
な

い
。
工
場
の
生
産
性
が
第
一
、
お
客
様

ご
と
に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
な
ん
て

あ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ィ
ン
グ
ス
だ
け
が
そ
う
だ
っ

た
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
全

体
が
そ
う
い
う
意
識

だ
っ
た
ん
で
す
。

松
浦

：

そ
れ
が
、
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
て
か
ら
ま
っ
た
く
変
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
。
当
た
り
前
な
ん
だ
け
ど
、

い
ち
ば
ん
偉
い
の
は
お
客
様
で
、
店
舗

は
お
客
様
の
ご
要
望
を
聞
き
出
す
の

が
仕
事
。
工
場
は
何
と
し
て
で
も
、

店
舗
が
聞
い
て
来
た
お
客
様
の
要
望

を
叶
え
る
の
が
仕
事
。
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
あ
る
べ
き
姿
に
な
っ
た
ん
で
す
。

で
も
、
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
社

員
も
な
か
に
は
い
て
。
そ
う
い
う
人
は

け
っ
き
ょ
く
辞
め
て
い
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
そ
れ
も
含
め
て
今
の
ピ
ュ

ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

長
島

：

で
も
、
ホ
ワ
イ
ト
急
便
時
代

の
す
べ
て
が
良
く
な
か
っ
た
か
と
い
う

と
、
全
然
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で

す
。
そ
の
時
代
に
徹
底
的
に
学
ん
で

社長、いつも急すぎ！
大変だけど、
けっこう楽しいですかね。

C olumn 03

常務取締役

松浦 卓

勝俣洋樹
生産部長

長島德幸
業務マネージャー

マネージャー対談
C olumn 03 マネージャー対談

（左から）



社
長
、ど
う
ぞ

ぶ
っ
飛
ん
で
く
だ
さ
い
。

C olumn 03 マネージャー対談

シネマ通り店 店長

杉山妙子

天野加容子
City  S ty le  店長

髙橋未吹
城北店 店長ピュアクリーニングの魅力？

私たちかな（笑）

C olumn 04 スタッフさん対談

（左から）

実
践
し
た
、
一
切
の
ム
ダ
を
な
く
す
た

め
の
生
産
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化

と
ス
ピ
ー
ド
化
は
、
美
洗
館
や
洗
濯

王
に
受
け
継
が
れ
、
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
な
っ
た
今
も
か
け
が
え
の
な
い

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
俣

：

本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
あ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、
今
は
な
い
。
品
質

と
生
産
性
の
両
立
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
納
期
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
優
れ

た
仕
上
が
り
を
提
供
で
き
る
ピ
ュ
ア
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
強
み
を
体
現
で
き
て
い

る
ん
だ
よ
ね
。

松
浦

：

そ
れ
に
生
産
性
を
重
視
し
て

い
た
時
代
も
、
や
っ
ぱ
り
「
い
い
も
の

を
届
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
洗
剤
や
機
械

を
少
し
ず
つ
い
い
も
の
に
し
て
い
っ
た

り
、
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
自
分

の
管
轄
だ
け
こ
っ
そ
り
料
金
を
上
げ

た
り
も
し
て
い
た
（
笑
）。
そ
う
い
う

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
社
長
か
ら
ピ
ュ

ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
構
想
を
聞
い
た
と

き
、
僕
は
大
賛
成
だ
っ
た
ん
で
す
。

勝
俣

：

で
も
、
社
長
が
突
然
、
そ
れ

ま
で
洗
濯
王
だ
っ
た
店
舗
を
改
装
し

て
、
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
第
1
号

店
を
立
ち
上
げ
た
と
き
は
さ
す
が
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
ま
で
ワ

イ
シ
ャ
ツ
1
枚
90
円
だ
っ
た
の
が
、
い

き
な
り
何
の
告
知
も
な
く
1
8
0
円

で（
笑
）。私
た
ち
も
驚
き
ま
し
た
が
、

お
客
様
は
も
っ
と
驚
い
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

長
島

：

い
き
な
り
横
浜
に
お
し
ゃ
れ
ク

ラ
ブ
を
出
店
し
ち
ゃ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
ね
。
社
長
は
や
る
こ
と
な
す

こ
と
ぶ
っ
飛
ん
で
い
て
、
僕
た
ち
の
常

識
の
は
る
か
向
こ
う
な
の
で
、
理
解
す

る
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
で
も
、
そ
の

想
い
は
本
気

で
す
ご
く
強

い
か
ら
、
入
社

初
日
の
パ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
に
も
直
接
、
熱
弁
し
て
し

ま
う
ん
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
は
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
て
い
て（
笑
）。
で
も
、

こ
ん
な
熱
い
想
い
と
信
念
が
な
け
れ

ば
、
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ピ
ュ
ア

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
み
た
い
な
店
舗
ブ
ラ
ン

ド
を
つ
く
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
ん

で
す
よ
ね
。

松
浦

：

社
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
想
い
を
形

に
し
て
、
現
場
に
伝
え
る
こ
と
が
僕
た

ち
の
役
割
。
社
長
は
急
に
突
拍
子
も

な
い
こ
と
を
言
っ
た
り
も
す
る
け
ど
、

あ
れ
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
つ
ま
ん

な
い
よ
ね
。
ふ
つ
う
の
会
社
に
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
社
長
に
は
周
り
の

こ
と
は
気
に
せ
ず
、
も
っ
と
好
き
放
題

や
っ
て
ほ
し
い
。
フ
ォ
ロ
ー
は
僕
た
ち
に

任
せ
て
。
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
も
多

い
け
れ
ど
、
け
っ
こ
う
楽
し
い
よ
ね
？

勝
俣
・
長
島

：

う
ん
、
も
ち
ろ
ん
！

す
ご
く
楽
し
い
。
ほ
ん
と
大
変
で
す

け
ど
ね
（
笑
）。



ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
、

こ
ん
な
接
客
し
ち
ゃ
っ
て

い
い
の
？

「
お
待
ち
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

は
、魔
法
の
言
葉
。

世
間
話
、が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

杉
山

：

ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て

か
ら
は
、
一
気
に
接
客
の
し
か
た
が
変

わ
り
ま
し
た
ね
。
も
う
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
概
念
が
ひ
っ
く
り
返
る
く
ら
い
。

今
ま
で
は
お
客
様
の
服
を
見
て
、
こ
っ

ち
で
コ
ー
ス
を
決
め
て
い
た
の
に
、
今

は
す
べ
て
お
客
様
に
選
ん
で
も
ら
う
よ

う
に
な
っ
た
も
ん
ね
。

天
野

：

こ
ち
ら
か
ら
提
案
も
す
る
け

れ
ど
、
主
役
は
お
客
様
。
だ
か
ら
、

ユ
ニ
ク
ロ
の
服
で
あ
っ
て
も
プ
レ
ミ
ア
ム

コ
ー
ス
で
出
す
人
も
い
る
。な
ん
で
？
っ

て
思
っ
て
、
お
聞
き
す
る
と
「
息
子
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
大
切
な

も
の
だ
か
ら
」
っ
て
。
な
る
ほ
ど
〜
！

そ
う
い
う
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
使
い
方
も

あ
る
ん
だ
な
っ
て
、
改
め
て
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。

髙
橋

：

服
に
対
す
る
お
客
様

の
思
い
入
れ
や
こ
だ
わ

り
。
そ
ん
な
こ
と
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
接
客

で
き
る
の
が
楽
し
い
で
す

よ
ね
。「
そ
う
い
う
ご
希
望
で
し
た

ら
、
流
水
コ
ー
ス
が
オ
ス
ス
メ
で
す

よ
」
と
か
、
素
材
や
仕
上
げ
に
詳
し

く
な
い
と
で
き
な
い
提
案
も
多
い
。
だ

か
ら
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は

増
え
ま
し
た
ね
。

天
野

：

そ
う
い
う
丁
寧
な
接
客
を
や
っ

て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
よ
ね
。
3
人
も

4
人
も
お
待
た
せ
し
て
い
る
と
き
は
、

正
直
ド
キ
ド
キ
す
る
け
ど
、
そ
ん
な

と
き
に
あ
の
魔
法
の
言
葉
が
役
に
立
つ

ん
で
す
。「
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
っ
て
い

う
。
最
初
、
社
長
か
ら
言
わ
れ
た
と

き
は
「
変
な
言
葉
だ
な
〜
」
と
思
っ

た
け
ど
、
こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
だ
い

ぶ
救
わ
れ
て
い
ま
す
（
笑
）。

髙
橋

：

社
長
、
よ
く
話
し
て
く
れ
ま

す
よ
ね
。「
待
た
さ
れ
て
怒
っ
て
帰
る

人
は
、
う
ち
の
お
客
様
じ
ゃ
な
い
か
ら

い
い
ん
だ
。
待
た
さ
れ
て
も
、
や
っ
ぱ

り
う
ち
を
選
ん
で
く
れ
る
人
に
全
力

を
注
げ
ば
い
い
」
っ
て
。

杉
山

：

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
な
ら
ど
こ
で

も
い
い
人
じ
ゃ
な
く
て
、
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
好
き
だ
か
ら
来
て
く
れ
る
人

ば
か
り
だ
か
ら
、
す
ご
く
接
客
が
や

り
や
す
く
な
っ
た
よ
ね
。
ク
レ
ー
ム
も

昔
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
減

り
ま
し
た
。

髙
橋

：

お
客
様
と
の
距
離
も
ぎ
ゅ
っ
と

近
づ
い
た
気
が
し
ま
す
。
お
店
が
込
ん

で
い
な
い
と
き
は
30
分
も
1
時
間
も

世
間
話
し
て
帰
る
お
客
様
も
い
た

り
、
な
か
に
は
用
事
も
な
い
の
に
お

し
ゃ
べ
り
だ
け
し
て
帰
る
方
も
い
ま
す

も
ん
ね
。

天
野

：

や
っ
ぱ
り
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
じ
ゃ

な
く
て
、
私
た
ち
目
当
て
で
来
て
く

だ
さ
る
お
客
様
多
ん
い
じ
ゃ
な
い
？

（
笑
）
お
菓
子
と
か
ジ
ュ
ー
ス
と
か
、

お
土
産
も
よ
く
い
た
だ
く
し
。
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
と
き
は

び
っ
く
り
し
た
な
あ
。

杉
山
：
引
っ
越
し
や
転
勤
し
て
も
来

て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
る
も
ん
ね
。

も
う
他
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
じ
ゃ
物
足

り
な
い
の
か
な
（
笑
）。
よ
っ
ぽ
ど
好

き
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
て
、
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

杉
山
：
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
魅
力
？

や
っ
ぱ
り
テ
レ
ビ
C
M
や
新
聞
広
告
で

は
か
っ
こ
よ
く
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
イ

メ
ー
ジ
な
の
に
、
お
店
に
行
く
と
私
た

ち
が
い
て
、
心
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て

な
ご
め
る
と
こ
ろ
か
な
（
笑
）。

髙
橋
：
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
と

き
の
コ
ス
プ
レ
は
、
や
り
す
ぎ
？
っ
て

く
ら
い
、
や
り
き
れ
る
の
が
い
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。
私
は
ナ
ー
ス
を
や
り
ま

し
た
（
笑
）。
働
い
て
い
る
ほ
う
が
楽

し
ん
で
い
る
か
ら
、
お
客
様
も
楽
し
ま

せ
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。

天
野
：
私
は
マ
リ
オ
。
杉
山
さ
ん
は

化
け
猫
だ
っ
た
よ
ね
（
笑
）。
昔
と
比

べ
て
格
段
に
働
き
や
す
く
な
っ
て
い
る

し
、
も
っ
と
人
が
増
え
て
い
け
ば
い
い

の
に
ね
。
働
き
に
お
い
で
よ
！
と
声
を

大
に
し
て
言
い
た
い
よ
ね
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
と
い
う
か
、
や
ら
か
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、

や
ら
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
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さあ、フルリニューアル！

2018年、本社オフィスを。

2021年、会社組織を。

2018年、約40年ぶりに本社をフルリニューアル。

お客様が訪れたくなるのはもちろん、スタッフたちも出社したくなり、
気持ちよく働ける。そんなオフィスをつくろう！という考えから、2018
年、約40年ぶりに本社をフルリニューアルしました。コンセプトは、
「WHITE WINGS PARK」。単なる事務所やクリーニング店では
なく、スタッフも地域のお客様も、みんなが集まり、楽しめるような空
間をめざしました。１Fは、カフェのような店舗とオープンな工場空
間。2Fの事務所は、各部屋「太陽」や「空」や「森」など遊び心のあ
るネーミングに。地域のシンボルのような場所になれたら、と密かに
思っています。

ホワイトウィングス ホールディングス。
発足！

もっと面白いサービスをつくるために。もっと面白い
地域社会をつくるために。そして、なにより私たち自身
が、もっと面白く働き、生きていくために。2021年3
月、ホワイトウィングスは、ホールディングス化しまし
た。事業運営と創造を担う「ホワイトウィングス マネ
ジメント」、店舗サービスとファンづくりを担う「ホワイ
トウィングス リテール」、工場の運営とクリーニング品
質を担う「ホワイトウィングス プロダクト」の３社構成
でスタート。各分野のエキスパート化を図るとともに、
相互連携を通じて、まったく新しいホワイトウィングス
へと変化と進化を遂げていきます。

経営者を生み出し、育てる。
4つめ、5つめの新会社と

ホールディングス化をきっかけに、今まで以上に多彩
でユニークな事業を手がけていこうと考えています。
長期的には4つめ、5つめの新会社を生み出し、育て
ていく構想もあります。そのために必要となるのが、新
しい経営人材の採用と育成。広く世の中から志と情
熱に満ちた人材を募り、次の経営者として育てていき
ます。ユニークな事業発想と、周囲を惹きつける人間
味にあふれる経営者を1人、また1人と輩出したい。
静岡県No.1のクリーニング企業グループが培ってき
たビジネスインフラと成長のDNAを、次の時代にも
受け継ぎ、広げていきたいと考えています。



早
く
誰
か
、社
長
の
座
を

奪
っ
て
く
れ
な
い
か
な（
笑
）。

Co
lumn 05

軽
い
バ
イ
ト
の
つ
も
り
が
、

20
年
も
続
い
ち
ゃ
っ
て
。

カ
レ
ー
屋
さ
ん
を
つ
く
り
た
い
。

本
気
で
す
よ
。

　

入
社
し
た
の
は
2
0
0
2
年
ご
ろ
。

最
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
ん
で
す
。

家
庭
の
事
情
で
大
阪
か
ら
静
岡
に
引
っ

越
し
て
、奥
さ
ん
に
働
い
て
も
ら
い
な

が
ら
、僕
は
主
夫
で
。家
の
掃
除
や
犬

の
散
歩
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、「
さ
す

が
に
暇
す
ぎ
る
！
」と
、短
期
バ
イ
ト

を
探
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、見
つ
け
た

の
が
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
で
し
た
。入

社
後
は
ポ
ン
ポ
ン
仕
事
を
任
せ
て
く
れ

て
、あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
正
社

員
に
な
り
、工
場
の
責
任
者
に
な
っ
て
。

洗
濯
の
仕
方
も
ろ
く
に
分
か
ら
な
か
っ

た
の
に（
笑
）。

　

実
際
、本
当
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
こ

と
ば
か
り
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。今
ま

で
に
な
い
工
場
を
つ
く
ろ
う
と
、斬
新

な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
つ
く
り
上
げ
た
ん
で

す
け
ど
、こ
れ
が
全
然
使
え
な
い

（
笑
）。た
っ
た
2
週
間
で
ま
た
大
金

使
っ
て
、全
部
も
と
に
戻
し
て
。で
も
、

何
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。

「
一
生
懸
命
や
っ
て
も
十
中
八
九
失
敗

す
る
の
が
当
た
り
前
。一
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
い
ヤ
ツ
も
い
る
け
ど
、松
ち
ゃ
ん

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
じ
ゃ
ん
」と
。こ

う
い
う
失
敗
に
寛
容
な
と
こ
ろ
は
、

何
年
経
っ
て
も
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
ね
。

社
長
の
言
う
こ
と
な
ん
て
、

無
視
無
視
。

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
化
と
機
能
分
社

の
話
を
初
め
て
中
村
社
長
か
ら
聞
い

た
と
き
は
、「
そ
れ
、と
て
も
い
い
な
」と

思
い
ま
し
た
ね
。ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス 

プ
ロ
ダ
ク
ト
は
全
国
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
工
場
機
能
と
し
て
仕
事
を
取
っ
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
し
、ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ

ン
グ
ス 

リ
テ
ー
ル
な
ん
か
は
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、新
し
い
店
舗
を

つ
く
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。と
り
あ

え
ず
の
目
標
は
、カ
レ
ー
屋
さ
ん
を
つ

く
る
こ
と（
笑
）。そ
う
や
っ
て
ホ
ー
ル

ディ
ン
グ
ス
化
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
加
速
し

て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

　

今
後
、機
能
分
社
し
た
各
社
の
経
営

を
担
う
よ
う
な
人
材
の
採
用
と
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。で
も
、何
で
も
で
き
る
ス
ー
パ
ー

マ
ン
の
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
入
社
し

て
く
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、育
つ
わ

け
で
も
な
い
。だ
か
ら
、い
ろ
ん
な
得
意

分
野
を
持
つ
人
が
集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、意
見
を
ぶ

つ
け
合
い
、協
力
し
合
い
な
が
ら
や
っ
て

い
け
ば
い
い
。と
り
あ
え
ず
僕
が
2
社

の
社
長
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、い
つ
か
他

の
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
。社
長
の
座
を
早
く
奪
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね（
笑
）。

　

僕
の
言
う
こ
と
な
ん
て
無
視
し
て
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
く
れ
れ
ば
、そ
れ
で
い
い
ん
で

す
。社
長
の
言
う
こ
と
を
一
番
聞
か
な

か
っ
た
僕
が
、社
長
を
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
。そ
ん
な
会
社
、普
通
な
い

で
す
よ
。失
敗
し
た
ら
当
然
怒
ら
れ
た

り
は
し
ま
す
け
ど
、そ
の
分
、本
人
も

成
長
す
る
し
、会
社
も
成
長
す
る
。何

よ
り
、働
く
人
が
楽
し
く
働
い
て
い
る

か
ら
こ
そ
、お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら「
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ィ
ン
グ
ス
？
い
い
会
社
で
働
い
て
い
る

ね
」と
言
わ
れ
る
よ
う
な
会
社
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ず
っ
と
や
っ

て
き
ま
し
た
。変
に
厳
し
い
上
下
関
係

も
な
け
れ
ば
、ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
ノ
ル
マ

に
追
わ
れ
な
い
。お
客
様
に
喜
ん
で
も

ら
う
た
め
に
き
ち
ん
と
頑
張
っ
て
楽
し

く
働
い
て
い
れ
ば
、売
上
が
伸
び
て
利

益
も
残
っ
て
い
く
。お
給
料
も
上
が
る
。

だ
か
ら
、や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

ず
っ
と
働
き
続
け
ら
れ
る
。こ
の　

年

で
、そ
う
い
う
会
社
に
着
実
に
近
づ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス 

プ
ロ
ダ
ク
ト

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス 
リ
テ
ー
ル

代
表
取
締
役
社
長　

松
浦 
卓
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10年後の

ホワイトウィングスは、

どうなっているのだろう。

今後、クリーニング業界のマーケット規模が

拡大していく可能性はほとんどない。

むしろ、さらなる縮小が進んでいくことでしょう。

でも、私たちはどちらかというと楽観的です。

これまでも業界が衰退していくなか、

ここまで伸びることができたわけですから。

どんな時代になろうと、自分たちの知恵と工夫で

チャレンジしていけば、きっと何とかなる。そう思っています。

クリーニングというワク、静岡県というワクに

とらわれる必要はありません。自由に楽しく新しく、

やりたいことに挑みつづける集団でありたいと思っています。

ホールディングス化を経て、これから先、新しい会社が生まれ、

新しい事業やサービスが次 と々生まれていくはずです。

そのとき、ホワイトウィングスは、どんなグループになっているんだろう。

お客様にとっても働く人にとっても、

他のクリーニング店じゃ得られない、

ここにしかない価値を提供できる場になっていたらうれしい。

じゃあ、そんなホワイトウィングスは誰がつくる？

それは今、ここで働いている一人ひとりと、

これから仲間になってくれる新しい人たちです。

ホワイトウィングスはこんなものじゃない。

もっともっといい会社になれる。そう信じています。


